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1. 2024年3月期の連結業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 8,414 △3.6 33 421.7 123 38.4 73 18.3

2023年3月期 8,725 △2.7 6 △95.8 89 △56.3 62 △59.5

（注）包括利益 2024年3月期　　506百万円 （165.6％） 2023年3月期　　190百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年3月期 24.21 ― 1.8 1.6 0.4

2023年3月期 20.28 ― 1.6 1.2 0.1

（参考） 持分法投資損益 2024年3月期 6百万円 2023年3月期 11百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 8,086 4,366 53.7 1,465.32

2023年3月期 7,489 3,946 52.4 1,285.37

（参考） 自己資本 2024年3月期 4,344百万円 2023年3月期 3,925百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年3月期 474 △130 △508 944

2023年3月期 359 △221 △260 1,108

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00 31 49.3 0.8

2024年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00 30 41.3 0.7

2025年3月期(予想) ― 0.00 ― 10.00 10.00 17.3

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,546 11.2 145 ― 166 303.4 116 449.8 39.68

通期 9,114 8.3 201 509.6 245 98.7 171 133.3 57.68



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名） 株式会社ＴＳトランスポート

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期 3,200,000 株 2023年3月期 3,200,000 株

② 期末自己株式数 2024年3月期 235,258 株 2023年3月期 146,655 株

③ 期中平均株式数 2024年3月期 3,027,912 株 2023年3月期 3,053,345 株

（参考）個別業績の概要

1. 2024年3月期の個別業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 6,365 0.7 18 △68.9 94 △12.0 98 34.9

2023年3月期 6,321 1.2 59 △32.3 107 △8.5 73 △24.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期 32.35 ―

2023年3月期 23.78 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 7,297 3,473 47.6 1,171.50

2023年3月期 6,258 3,073 49.1 1,004.80

（参考） 自己資本 2024年3月期 3,473百万円 2023年3月期 3,073百万円

2. 2025年 3月期の個別業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,482 18.2 131 396.8 150 151.8 105 165.8 35.42

通期 7,019 10.3 190 933.1 224 137.5 156 59.0 52.62

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありま
せん。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ........................................................................... 2 

（１）当期の経営成績の概況 ................................................................... 2 

（２）当期の財政状態の概況 ................................................................... 2 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ......................................................... 3 

（４）今後の見通し ........................................................................... 3 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 ....................................................... 4 

３．連結財務諸表及び主な注記 ................................................................... 5 

（１）連結貸借対照表 ......................................................................... 5 

（２）連結損益及び包括利益計算書 ............................................................. 7 

（３）連結株主資本等変動計算書 ............................................................... 9 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 .......................................................... 11 

（５）連結財務諸表に関する注記事項 .......................................................... 12 

  （継続企業の前提に関する注記） ........................................................... 12 

  （重要な会計上の見積り） ................................................................. 12 

  （セグメント情報） ....................................................................... 13 

  （１株当たり情報） ....................................................................... 15 

  （重要な後発事象） ....................................................................... 15 

４．個別財務諸表及び主な注記 .................................................................. 16 

（１）貸借対照表 ............................................................................ 16 

（２）損益計算書 ............................................................................ 19 

（３）株主資本等変動計算書 .................................................................. 21 

（４）個別財務諸表に関する注記事項 .......................................................... 23 

  （継続企業の前提に関する注記） ........................................................... 23 

  （重要な会計上の見積り） ................................................................. 23 

京極運輸商事㈱（9073）2024年３月期　決算短信

1



１．経営成績等の概況 

(１) 当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費やインバウンド需要による回復基調が見られました。しかし

ながら、中国経済不況による輸出停滞、長期化するウクライナ紛争・イスラエル・パレスチナ紛争の情勢や歴史

的な円安等による原油・原材料価格等の高騰、賃上げが物価高騰に追いついていないなどから、依然として先行

きは不透明な状況が続いています。 

石油・化学品を取扱う物流業界におきましては、燃料費の高騰、慢性的なドライバー不足、荷動きが停滞しま

した。 

当連結会計年度における当社グループの売上高は、ドラム缶・ペール缶事業における販売単価の上昇、タンク

洗浄事業における工事受注件数は増加したものの、国内輸送事業における輸送数量の減少、国際物流事業におけ

る取扱数量及び作業量の減少により、売上高は 8,414 百万円と前連結会計年度と比べ 311 百万円(△3.6％)の減

収となりましたが、損益面につきましては、営業利益は 33 百万円と前連結会計年度と比べ 27 百万円(421.7％)

の増益となりました。また、補償金や受取配当金が増加したことにより、経常利益は123百万円と前連結会計年

度と比べ 34 百万円(38.4％)の増益、親会社株主に帰属する当期純利益は 73 百万円と前連結会計年度と比べ 11

百万円(18.3％)の増益となりました。 

セグメント別の経営成績は次のとおりです。 

なお、第１四半期連結会計期間から、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当連結

会計年度との比較・分析は、変更後の区分に基づいています。 

(イ) 国内輸送事業

国内品の需要減や化学品輸送数量が大幅に減少したことにより、結果として、売上高は3,602百万円と前

連結会計年度と比べ△165百万円(△4.4%)の減収となり、セグメント利益(営業利益)は224百万円と前連結 

会計年度と比べ△19百万円(△7.8%)の減益となりました。 

(ロ) 国際物流事業

中国経済の減速やウクライナ紛争等の影響を受け、化学品を中心とする輸出貨物の取扱量が大きく減少した

ため、結果として、売上高は636百万円と前連結会計年度と比べ△103百万円(△13.9%)の減収となり、セグメ

ント利益(営業利益)は144百万円と前連結会計年度と比べ△8百万円(△5.0%)の減益となりました。 

(ハ) ドラム缶・ペール缶事業

ドラム缶配送業務においては配送数量が減少したものの、ドラム缶販売業務においては販売単価の上昇があ

り、事業全体では売上高は 2,350百万円と前連結会計年度と比べ 29百万円(1.3%)の増収となり、セグメント

利益(営業利益)は80百万円と前連結会計年度と比べ19百万円(30.2%)の増益となりました。 

(ニ) エネルギー事業

石油販売においては、取扱数量は減少したものの、販売平均単価が上昇したことにより、売上高は1,324百

万円と前連結会計年度と比べ△121百万円(△8.4%)の減収となり、セグメント利益(営業利益)は１百万円と前

連結会計年度と比べ２百万円の増益となりました。 

(ホ) タンク洗浄事業

工事受注件数の増加により、売上高は 502百万円と前連結会計年度と比べ 49百万円(10.9%)の増収となり、

セグメント利益(営業利益)は25百万円と前連結会計年度と比べ47百万円の増益となりました。 

(２) 当期の財政状態の概況

(イ) 資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ 112百万円減少し、2,642百万円となりました。これは主に、現金及び

預金が 164百万円減少したことによるものです。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ 710百万円増加し、5,444百万円となりました。これは主に、車両リー

スが405百万円、投資有価証券が477百万円増加したことによるものです。 
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(ロ) 負債

流動負債は前連結会計年度末に比べ 237百万円減少し、2,334百万円となりました。これは主に、短期借入

金が250百万円減少したことによるものです。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ 414百万円増加し、1,386百万円となりました。これは主に、長期リー

ス債務が372百万円増加したことによるものです。 

(ハ) 純資産

純資産は前連結会計年度末に比べ421百万円増加し、4,366百万円となりました。これは主に、保有株式の

時価評価額が上昇した事によりその他有価証券評価差額金が434百万円増加したことによるものです。 

(３) 当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ164百万

円減少し、当連結会計年度末には944百万円となりました。

当連結会計年度に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。 

(イ) 営業活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における営業活動により得られた資金は 474 百万円(前連結会計年度は 359 百万円の獲得)

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、受取配当金の増額、補償金の受取及び法人税等の還付によ

るものです。 

(ロ) 投資活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における投資活動により使用した資金は 130 百万円(前連結会計年度は 221 百万円の使用)

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、有形固定資産取得の減少によるものです。 

(ハ) 財務活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における財務活動により使用した資金は 508 百万円(前連結会計年度は 260 百万円の使用)

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、自己株式の取得及びリース債務の増加による支出の増加に

よるものです。 

(４) 今後の見通し

今後の見通しにつきましては、円安による原材料価格、エネルギー価格の高騰や、海外景気の下振れリスク

など、今後の社会経済活動や金融情勢は依然として不透明な状況にあります。当社グループにおきましては、

第２次中期経営計画を中核とし、既存事業の強化や、業務の効率化を推進し、通期の売上高9,114百万円、営

業利益 201百万円、経常利益 245百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は 171百万円を見込んでいます。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

  当社グループは、国際的な事業展開を行っておらず、当面は日本基準を採用することとしております。 

なお、将来のＩＦＲＳ適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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(５)連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 (重要な会計上の見積り) 

 会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結財務諸表にその額を計上した項目であって、翌連結会計年度

に係る連結財務諸表に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。 

①繰延税金資産 

(1)当連結会計年度に係る連結財務諸表に計上した額 17,980千円 

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積内容に関する情報 

   繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって見積もっています。当

該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、実際に発生した課税所得

の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結財務諸表において、繰延税金資産の金額に重要

な影響を与える可能性があります。 

②賃貸等不動産の評価 

(1)当連結会計年度に係る連結財務諸表に計上した額 有形固定資産 315,227千円 

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積り内容に関する情報 

  賃貸不動産は、賃料の低下や不動産価格の下落といった将来の市況変化等のリスクに晒されており、減損の兆

候判定においては、賃貸不動産に係る市況等の見積りが伴います。当該見積りの仮定として不動産賃貸契約が継

続されることを前提とし、社外の不動産鑑定士による価格調査に基づいた金額等により時価を見積もっています。

当該見積りが、不動産賃貸契約の変更に伴う収益性の低下及び土地・建物等の時価の下落等により見直しが必要

となった場合、翌連結会計年度の連結財務諸表において、減損損失が発生する可能性があります。 
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（セグメント情報） 

①報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、社内業績管理単位である業種別の営業管理部門を置き、各営業管理部門は取り扱う製品及び労務提

供についての包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。よって、当社は営業管理部門を基礎とし

た業種別セグメントから構成されており、「国内輸送事業」、「国際物流事業」、「ドラム缶・ペール缶事業」、「エ

ネルギー事業」及び「タンク洗浄事業」の5つを報告セグメントとしております。 

「国内輸送事業」は、石油類・化学製品類の液体輸送他の貨物運送事業及び自動車運送取扱事業を行い、ま

た、これら事業の関連施設における構内作業を行っております。「国際物流事業」は、港湾貨物の搬出入、荷捌、

保管及び輸出入貨物の通関業務、物品の倉庫保管及び入出庫にかかる諸作業を行い、また、これら事業の関連

施設における構内作業を行っております。「ドラム缶・ペール缶事業」は、各種ドラム缶及びその他商品等を販

売し、これら販売における配送業務を行っております。「エネルギー事業」は、石油製品の販売及び電気事業の

代理店を行っております。「タンク洗浄事業」は、石油・化学製品の貯蔵タンクの洗浄及び修理事業等を行って

おります。 

②報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。また、セグメント間の内部収益及び振替高は

市場実勢価格に基づいております。 

 

 

 

③報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自 2022年4月1日 至 2023年3月31日) 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 

合計 

国内輸送事業 国際物流事業 
ドラム缶・ペール

缶事業 
エネルギー事業 タンク洗浄事業 

 売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 3,767,015 738,914 2,321,340 1,445,115 453,080 8,725,464 
(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 8,065 120 ― 241,980 ― ― 

計 3,775,080 739,034 2,321,340 1,687,095 453,080 8,725,464 

セグメント利益又は損失(△) 242,639 151,941 61,337 △500 △22,565 6,320 

セグメント資産 2,769,940 1,261,853 537,194 420,013 721,498 5,710,498 

その他の項目       

       

減価償却費 304,348 63,786 3,744 ― 11,513 383,391 

       

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 222,004 78,498 230 ― 3,225 303,957 
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当連結会計年度（自 2023年4月 1日 至 2024年3月31日） 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 

合計 

国内輸送事業 国際物流事業 
ドラム缶・ペール

缶事業 
エネルギー事業 タンク洗浄事業 

 売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 3,601,687 635,946 2,350,497 1,323,800 502,270 8,414,200 
(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 7,510 120 ― 226,909 ― ― 

計 3,609,197 636,066 2,350,497 1,550,709 502,270 8,414,200 

セグメント利益又は損失(△) 223,687 144,379 79,877 1,247 24,911 32,973 

セグメント資産 2,925,660 1,185,546 569,677 455,309 478,146 5,614,338 

その他の項目       

       

減価償却費 285,596 53,742 4,727 ― 10,227 354,292 

       

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 539,385 28,174 ― ― ― 567,559 

 

 

   ④報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 8,975,629 8,648,739 

セグメント間取引消去 △250,165 △234,539 

連結財務諸表の売上高 8,725,464 8,414,200 

 

（単位：千円） 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 432,852 474,101 

セグメント間取引消去 △61 △46 

全社費用（注） △426,471 △441,082 

連結財務諸表の営業利益 6,320 32,973 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

（単位：千円） 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 5,710,498 5,614,338 

全社資産（注） 1,778,091 2,471,822 

連結財務諸表の資産合計 7,488,589 8,086,160 

 （注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産であります。 

（単位：千円） 

その他の項目 

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額 

前連結 

会計年度 

当連結 

会計年度 

前連結 

会計年度 

当連結 

会計年度 

前連結 

会計年度 

当連結 

会計年度 

前連結 

会計年度 

当連結 

会計年度 

減価償却費 383,391 354,292 － － 12,793 14,018 396,184 368,310 

有形固定資産及び  

無形固定資産の増加額 
303,957 567,559 － － 5,907 3,980 309,864 571,539 

 （注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る設備投資

額であります。 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 

（自 2022年4月01日） 

（至 2023年3月31日） 

当連結会計年度 

（自 2023年4月01日） 

（至 2024年3月31日） 

１株当たり純資産額 1,285円37銭 １株当たり純資産額 1,465円32銭 

１株当たり当期純利益金額 20円28銭 １株当たり当期純利益金額 24円21銭 

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

前連結会計年度 

（自 2022年4月 1日） 

（至 2023年3月31日） 

当連結会計年度 

 （自 2023年4月 1日） 

 （至 2024年3月31日） 

１株当たり当期純利益金額 

親会社株主に帰属する 

当期純利益(千円) 
61,930 73,291 

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ― 

普通株式に係る当期純利益(千円) 61,930 73,291 

普通株式の期中平均株式数(株) 3,053,345 3,027,912 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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売上原価明細書 

 

 前事業年度 

（自 2022年4月  1日） 

（至 2023年3月 31日） 

当事業年度 

（自 2023年4月  1日） 

（至 2024年3月 31日） 

区分 金額(千円) 
構成比 

(％) 
金額(千円) 

構成比 

(％) 

商品仕入費 1,533,949 26.7 1,575,663 27.2 

人件費 1,537,670 26.7 1,607,587 27.7 

下払費 1,280,668 22.2 1,167,771 20.1 

その他 1,406,752 24.4 1,451,581 25.0 

当期売上原価 5,759,039 100.0 5,802,602 100.0 
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(４) 個別財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

(重要な会計上の見積り) 

 会計上の見積りにより当事業年度に係る財務諸表にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る財務

諸表に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。 

①賃貸等不動産の評価 

(1)当事業年度に係る財務諸表に計上した額 有形固定資産 347,773千円 

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積り内容に関する情報 

賃貸不動産は、賃料の低下や不動産価格の下落といった将来の市況変化等のリスクに晒されており、減損の 

兆候判定においては、賃貸不動産に係る市況等の見積りが伴います。当該見積りの仮定として不動産賃貸契約 

が継続されることを前提とし、社外の不動産鑑定士による価格調査に基づいた金額等により時価を見積もって 

います。当該見積りが、不動産賃貸契約の変更に伴う収益性の低下及び土地・建物等の時価の下落等により見 

直しが必要となった場合、翌事業年度の財務諸表において、減損損失が発生する可能性があります。 
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